
■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。■(大愚)良寛        禅僧，歌人，書家。庵に住んで農民や子どもと交流，最晩年に貞信尼と出会って，大らかな書歌を遺した。
りょうかん

1758＝      現在の新潟県，越後の出雲崎で代々名主と神官を兼ねる旧家の長男として生まれた。父泰雄(通称次郎左衛
門)は俳号を似南と号する近在では知られた俳人であった。

大岡忠光没・大岡忠光没・大岡忠光没・大岡忠光没・大岡忠光没・大岡忠光没・1760＝ 2歳：

明和事件・・明和事件・・明和事件・・明和事件・・明和事件・・明和事件・・1767＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：

長じて名主見習役になったが，

田沼意次老中田沼意次老中田沼意次老中田沼意次老中田沼意次老中田沼意次老中1772＝14歳：

黄表紙始・・黄表紙始・・黄表紙始・・黄表紙始・・黄表紙始・・黄表紙始・・1775＝17歳：*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。*隣村尼瀬の曹洞宗光照寺に入って剃髪，良寛を名のり，大愚と称した。
雨月物語刊・雨月物語刊・雨月物語刊・雨月物語刊・雨月物語刊・雨月物語刊・1776＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：

源内獄中死・源内獄中死・源内獄中死・源内獄中死・源内獄中死・源内獄中死・1779＝21歳：_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。_光照寺に来た備中国玉島(岡山県倉敷市)円通寺の国仙の得度を受け，国仙に従って円通寺へ赴いた。

_以降11年間，同寺で修行。_以降11年間，同寺で修行。_以降11年間，同寺で修行。_以降11年間，同寺で修行。_以降11年間，同寺で修行。_以降11年間，同寺で修行。

蝦夷初調査・1785＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：
田沼意次失脚田沼意次失脚田沼意次失脚田沼意次失脚田沼意次失脚田沼意次失脚1786＝28歳：

異学の禁・・1790＝32歳：_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。_国仙より"附良寛庵主"の偈を受けた。
混浴禁止・・1791＝33歳：_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。_国仙が入寂したため，諸国行脚の旅に出る。

_以降6年間，各地を経巡った。_以降6年間，各地を経巡った。_以降6年間，各地を経巡った。_以降6年間，各地を経巡った。_以降6年間，各地を経巡った。_以降6年間，各地を経巡った。
松平定信引退松平定信引退松平定信引退松平定信引退松平定信引退松平定信引退1793＝35歳：
ｵﾗﾝﾀﾞ正月・ 1794＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：
写楽・・・・写楽・・・・写楽・・・・写楽・・・・写楽・・・・写楽・・・・1795＝37歳：_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。_父似南が京都桂川に身を投げて死んだため，上洛して七七日の法会に参列。

_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，_帰郷した良寛は，出雲崎近辺の草庵を転々とした後，
昌平黌始・・1797＝39歳：*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。*国上山の真言宗国上寺の五合庵に住する。

一九膝栗毛始一九膝栗毛始一九膝栗毛始一九膝栗毛始一九膝栗毛始一九膝栗毛始1802＝44歳：_一度五合庵を離れ，_一度五合庵を離れ，_一度五合庵を離れ，_一度五合庵を離れ，_一度五合庵を離れ，_一度五合庵を離れ，
ｱﾒﾘｶ船来航始ｱﾒﾘｶ船来航始ｱﾒﾘｶ船来航始ｱﾒﾘｶ船来航始ｱﾒﾘｶ船来航始ｱﾒﾘｶ船来航始1803＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：
ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ ﾚｻﾞﾉﾌ来航・ 1804＝46歳：_再び五合庵に住し，_再び五合庵に住し，_再び五合庵に住し，_再び五合庵に住し，_再び五合庵に住し，_再び五合庵に住し，

高田屋拿捕・高田屋拿捕・高田屋拿捕・高田屋拿捕・高田屋拿捕・高田屋拿捕・1812＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：

伊能測量終・1816＝58歳：_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し_この年まで合わせて17年五合庵に住んだ。農民と親しく接触し，子どもたちとの交流のエピソードを残し
たのは，この時代のことである。たのは，この時代のことである。たのは，この時代のことである。たのは，この時代のことである。たのは，この時代のことである。たのは，この時代のことである。

水野忠成老中水野忠成老中水野忠成老中水野忠成老中水野忠成老中水野忠成老中1818＝60歳：
_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，_その後，江戸に出たり，東北地方を行脚したりもし，

伊能図完成・1821＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：

・・・・・・1826＝68歳：_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。_三島郡島崎の能登屋木村元右衛門方に定着。
日本外史・・日本外史・・日本外史・・日本外史・・日本外史・・日本外史・・1827＝69歳：*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな*貞信尼と出会った。貞信尼は越後長岡藩士奥村五郎兵衛の次女で，医師関長温と結婚したが死別，尼とな

っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良っていた。貞信尼は弟子として女性としてひたすらな愛を良寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。寛にささげ，良寛もまた女弟子を深く愛した。
貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。貞信尼との出会いは，晩年の良寛の書や歌に，明るさと華やぎとをもたらした。

ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・ｼｰﾎﾞﾙﾄ事件・1828＝70歳：
富籤流行・・富籤流行・・富籤流行・・富籤流行・・富籤流行・・富籤流行・・1830＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：
富嶽三十六景富嶽三十六景富嶽三十六景富嶽三十六景富嶽三十六景富嶽三十六景1831＝73歳：*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。*前年の秋にわずらった重い痢病(赤痢の類)が治らず，信尼らに介抱されながら，没した。

藤原東演｢禅の名僧列伝｣，｢人づくり風土記(新潟)｣，｢この人どんな人｣，｢没年日本史人物事典｣，平凡社百科事典，山田風太郎｢人間
臨終図巻｣，｢目でみる日本人物百科｣，日本の古典名著，


